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は　し　が　き

　本号の「研究業績目録」には，2006年10月から2007年9月までの業績を掲載しました。

　業績の区分は，a －研究論文，b －学術図書，c －その他の著書・訳書，d －学会発表，e －調査・実験報告書，

f －その他とし，各自の申請にもとづいています。

　各講座の教員組織（2007年10月1日現在）は以下の通りですが，研究業績目録は各学科・講座あるいは研究

室でとりまとめて掲載してあります。

 生物機能科学科
  （生命理学講座）
   鮫島正純，黒尾正樹，松岡教理，福澤雅志
  （遺伝情報科学講座）
   小原良孝，石田幸子，原田竹雄，石川隆二，吉田　渉
  （植物エネルギー工学講座）
   青山正和，葛西身延，齊藤　寛，千田峰生，大河　浩

 応用生命工学科
  （生体機能工学講座）
   戸羽隆宏，殿内暁夫，柏木明子
  （生体情報工学講座）
   宮入一夫，橋本　勝，姫野俵太，牛田千里，高田　晃
  （細胞工学講座）
   片方陽太郎，大町鉄雄，菊池英明，石黒誠一，吉田　孝，畠山幸紀

 生物生産科学科
  （園芸学講座）
   荒川　修，浅田武典，張　樹槐，本多和茂
  （農業生産学講座）
   鈴木裕之，杉山修一，松山信彦，松﨑正敏，福地　博
  （環境生物学講座）
   佐原雄二，比留間潔，佐野輝男，城田安幸，東　信行，田中和明，藤田　隆

 地域環境科学科
  （地域環境工学講座）
   万木正弘，工藤　明，佐々木長市，泉　完，萩原　守，角野三好，加藤　幸

  （地域環境計画学講座）
   谷口　建，高橋照夫，桧垣大助，藤崎浩幸

  （地域資源経営学講座）
   高橋秀直，宇野忠義，神田健策，澁谷長生，武田共治，泉谷眞実

 生物共生教育研究センター
   澁谷長生（併任），塩崎雄之助，村山成治，伊藤大雄
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生命理学講座

a-01. Inuma, M., Y. Obara, M. Kuro-o;  The delayed quinacrine mustard fluorescence from the C-blocks of 
Apodemus argenteus is due to the introduction of nicks into the DNA. Zool. Sci., 24: 588-595, 2007. 

a-02. Matsuoka, N., Y. Yanagino: Genetic distance between population of the cyprinid fish Tribolodon hakonennsis. 
Bull.Fac.Agric.& Life Sci. Hirosaki Univ. 9: 1-7, 2006.

a-03. Matsuoka, N: Phylogenetic relationships of four families of the Asteroidea based on allozyme. Bull. Fac. 
Agric. & Life Sci. Hirosaki Univ. 9: 8-14, 2006. 

a-04. 松岡教理：進化学について（３）．蒲生野, 38: 110-118（2006）
d-01. 高嶋一登*, 釜道紀浩*, 八木 透**, 黒尾正樹, 向井利春*: IPMCの生体適合性. ロボティクス・メカトロニクス講演

会2007（ROBOMEC 2007 in AKITA）, 2007.（*理研・バイオ－ ミメティックコントロール研究センター, **東工
大院・情報理工学研究科） 

d-02. 西井友教・鮫島正純・福澤雅志：細胞性粘菌の胞子特異的レクチンの機能解析. 第９回細胞性粘菌研究会（富山
大学），2007.

d-03. 佐々木和也*,**，西島隆明***，本多和茂，嵯峨紘一，鮫島正純：シネンシス系デルフィニウムにおける昼夜温度差
による茎伸長制御には内生ジベレリンが関与している日本植物学会東北支部第19回青森大会（弘前大学），2006.
（*岩手大院連合農学研究科，**青森農林総研フラワーセ，***農研機構花き研）

d-04. 高畑恵介，渋谷美緒，鮫島正純：宇宙生物学のモデルとしての細胞性粘菌．第9回細胞性粘菌研究会（富山大学），
2007.

d-05. 鮫島正純：凍結技法におけるトラブルシューティング．日本顕微鏡学会第63回学術講演会チュートリアル．（新
潟），2007． 

d-06. 荻野陽文，生田あけみ，渋谷美緒，北村八重，鮫島正純：サクラおよびリンゴ花芽の休眠に関わる蛋白質の検索．
日本植物学会第71回大会（野田）2007. 

d-07. 成田麻実，高畑恵介，渋谷美緒，鮫島正純：細胞性粘菌は宇宙生物学のモデル生物として有用である．日本植物
学会第71回大会（野田）2007.

d-08. 佐々木和也*,**，初山慶道***，本多和茂，嵯峨紘一，鮫島正純：シネンシス系デルフィニウムの抽苔とLEAFY遺
伝子発現の関連性．園芸学会平成１９年度秋季大会（高松），2007.（*岩手大院連合農学研究科・**2青森農林総研フ
ラワーセ，***青森総農研グリーンバイオ）

f-01. Inuma, M., Y. Obara, M. Kuro-o: Causation of delayed QM-fluorescence in the C-blocks of Apodemus 
argenteus - Structural changes of C-heterochromatic DNA. Chromosome Sci.  9: 20, 2006.  

f-02. Nakata, A.*, A. Yoshimura**, M. Yoshida*, M. Kuro-o, Y. Obara: Molecular characterization and chromosomal 
distribution of short interspersed nuclear elements（SINEs）like sequences isolated from the greater Japanese 
shrew-mole（Urotrichus talpoides）. Chromosome Sci., 9: 29, 2006.（*Department of Dose Assessment, National 
Institute of Radiological Science, **Graduate School of Bioagricultural Sciences, Nagoya University） 

f-03. Takashima, K.*, N. Kamamichi*, T. Yagi**, M. Kuro-o, T. Mukai*: Biocompatibility of IPMC. Proceeding of the 
2007 JSME Conference on Robotics and Mechatronics, 2007.（*Bio-Mimetic Control Research Center, RIKEN, 
**Graduate School of Information Science and Engineering, Tokyo Institute of Technology） 

遺伝情報科学講座

a-01. Wang A, Tan D, Takahashi A*, Harada T. MdERFs, two ethylene response factors involved in apple fruit 
ripening.  J. Exp. Bot.（in press）（*Kuji Agricultural Information Center）

a-02. Kudo H*, Harada T: A graft-transmissible RNA from tomato rootstock changes leaf morphology of potato 
scion. HortScience 42: 225-226（2007）（*Graduate School of Nagoya Univ.）

a-03. Inuma, M., Y. Obara, M. Kuro-o；The delayed quinacrine mustard fluorescence from the C-blocks of Apodemus 

業　績　目　録

生 物 機 能 科 学 科



36 研 究 業 績 目 録

argenteus is due to the introduction of nicks into the DNA. Zool. Sci., 24: 588-595, 2007. 
a-04. 吉田　渉，大中臣哲也，石田幸子.　マナマコ複合盤状体骨片の成長と体長との関係. 弘前大学農学生命科学部学

術報告 9：15-20, 2006.
d-01. 浦野宗行・原田竹雄　リンゴCyclic Nucleotide-Gated ion Chaneel 遺伝子単離と発現解析　園芸学研究６（別

２）：429
d-02. 山懸順子・深澤（赤田）朝子*・原田竹雄　リンゴACC・合成酵素遺伝子MdACS３の構造と発現に関する研究

　園芸学研究６（別２）：429（*青森県りんご試）
d-03. 王　愛徳・原田竹雄　リンゴ‘ふじ’と‘ふじ’枝変わり品種の日持ち性の違いに関する分子機構　園芸学研究６

（別２）：428　
d-04. 原田竹雄・江面　浩*.　エチレン：その生理機作と育種における研究の現状　日本育種学会シンポジウム（山形

大学）育種学研究9（別2：23-30（*筑波大学）
d-05. 荒谷陽介・原田竹雄　DELLAドメイン欠失遺伝子導入個体の表現型解析　東北育種談話会（秋田県立大学） 
d-06. 浦野宗行・原田竹雄　リンゴCyclic Nucleotide-Gaed ion Channel遺伝子単離と発現解析　育種学研究9（別1）：

307（茨城大学） 
d-07. 山懸順子・佐藤　耕*・原田竹雄　リンゴ果実成熟を開始させるMdACS3について　育種学研究9（別1）：306（茨

城大学）（*青森県グリーンバイオセンター）
d-08. 王　愛徳・原田竹雄　リンゴ‘ふじ’と‘ふじ’枝変わり品種の日持ち性の違いに関する研究　育種学研究9（別

1）：305（茨城大学） 
d-09. 工藤久幸*・原田竹雄　GAI（GIBBERELLIC ACID-INSENSITIVE）mRNAの篩部を介した長距離輸送の解析　日本

分子生物学会（名古屋）（*名古屋大学大学院）
d-10. 工藤久幸*・原田竹雄　リンゴにおけるGAI転写物の篩管内長距離輸送について　果樹バイテク研究会（安芸津）

（*名古屋大学大学院）
d-11. 王　愛徳・原田竹雄　リンゴ‘ふじ’と‘ふじ’枝変わり品種の日持ち性の違いに関する研究　果樹バイテク研究

会（安芸津）
d-12. 原田竹雄　りんご台木からの遺伝情報の長距離輸送について．2006日中りんご産業技術交流フォーラム　IN 

HIROSAKI 　d-14.石川隆二・佐藤洋一郎*・Steven Weber**・王蘶***・湯陵華**** :
d-13. 青森県教育委員会　三内丸山遺跡総合研究「北の谷遺物による縄文環境と植物利用の解析」　2007．（*総合地球科

学研究所，**ワシントン州立大学，***中国社会科学院考古学研究所，****江蘇省農業科学院糧食研究所）
d-14. 石川隆二・今井克則*・永井啓祐**・村井正之***：葉耳退化・半矮性型赤毛変異体の遺伝解析．イネ分子遺伝学

ワークショップ（名古屋大学）2007.＊岩手大学大学院連合農学研究科，**名古屋大学，***高知大学農学部）
d-15. 石川隆二・今井克則*・田村優佳・竹村敦子・永井啓介**:赤毛自殖系統の突然変異から生じた新たな半矮性遺伝

資源：葉耳退化型・半矮性変異体（das）の解析．日本育種学会第112回講演会（山形大学）2007.（*岩手連大，
**名大生物機能）

d-16. 今井克則*・千葉悠貴・石川隆二：赤毛を利用した高頻度変異体作出系と変異の特徴について. イネ分子遺伝学ワー
クショップ（名古屋大学）2007.（*岩手大学大学院連合農学研究科）

d-17. 今井克則*・石川隆二：赤毛を利用した高頻度変異体作出系と変異の特徴について．東北育種研究会（秋田大学）
2007.（*岩大連合農学研究科）

d-18. 川﨑顕子・牛木　純・酒井長雄・手塚光明・石川隆二：東アジアにおける雑草イネの遺伝的解析．日本育種学会
第111回講演会（茨城大学）2007．（*中央農研センター，**長野県農政部，***長野県農事試）

d-19. 千葉悠貴・今井克則*・千葉あや乃・石川隆二：イネの小穂における貫生現象を制御する突然変異遺伝子の解析．日
本育種学会第111回講演会（茨城大学）2007.（*岩手連大）

d-20. 本間照久，永井啓祐*,石川隆二・佐藤洋一郎**・佐藤雅志***・中村郁郎****・Leng Lay Hout*****・Khun Leang 
Hak*****・Sakhan Sophany*****・Men Sarom*****：カンボジアのイネ遺伝資源調査．日本育種学会第111回講演会
（茨城大学）2007．（*名大生物機能，**地球総合研究所，***東北大生命科学，****千葉大自然科学，*****カンボジ
ア農業ならびに開発研究所）

d-21. 本間照久・永井啓祐* ・石川隆二・佐藤洋一郎**・佐藤雅志***・中村郁郎****・Leng Lay Hout*****・Khun Leang 
Hak*****・Sakhan Sophany*****・Men Sarom*****：カンボジアイネ在来種の遺伝的多様性.東北育種研究会（秋田
大学）2007.（*名大生物機能，**地球総合研究所，***東北大生命科学，****千葉大自然科学，*****カンボジア農業
ならびに開発研究所）

d-22. Ishikawa, R., T. Honma, and K. Imai*: Differentiated chromosomal segments selected by domestication or 
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adaptation. Speciation and Adaptation-ecological genomics of model organisms and beyond-The 5th conference, 
OBC, Tumagoi, March 11-16, 2007.（*岩手連大）

d-23. Ishikawa, R. : Probable artificial selection for edible plants at prehistoric Jomon site, Sannai Maruyama. 
Society of Ethnobiology 30th Annual Conference, University of California-Berkeley March 28-31, 2007.

d-24. 井沼道子・小原良孝：ヒメネズミC-へテロクロマチンのQM蛍光遅延における染色体タンパク質の関与．2006年
度（第57回）染色体学会年会（千葉大学）2006.

d-25. 京谷恭弘・小原良孝・関島恒夫*：環境汚染の遺伝的影響評価におけるアカネズミ（Apodemus speciosus）の有用
性. 日本哺乳類学会2007年度大会（東京農工大学）2007. （*新潟大学大学院自然科学研究科）

d-26. 吉田　渉・石田幸子：ナマコHox遺伝子発現抑制による形態形成機構解析. 日本動物学会東北支部大会（秋田市）
2007.

d-27. 岡野大輔・吉田　渉・石田幸子：ビスフェノールA投与ナミウズムシにおける再生抑制．日本動物学会東北支部
大会（秋田市）2007.

d-28. 福島　誠・船曳郁美・長田恭一*・橋爪　力**・吉田　渉・石田幸子：日本動物学会78回大会（弘前大学）2007.
（*現明治大学，**岩手大）

e-01. リンゴ「ふじ」と芽条変異体「弘前ふじ」の日持ち性の違いに関する分子機構。平成１７年度～平成１８年度科学研
究費補助金（基盤（C））研究成果報告書

e-02. 小原良孝：青森県におけるニホンザルの現況. 希少野生生物保護・保全対策報告書―青森県の希少野生生物の生
息状況と保護・保全活動の実例―. p13-16. 青森県 2007.

f-01. 石川隆二：縄文農耕を考える（対談集）．縄文ファイル133, pp4-7, 2006, NPO法人三内丸山縄文発信の会，青森.
f-02. 小原良孝：白神のけものと小動物たち～両生類・爬虫類・哺乳類～.  白神公開講座, 弘前大学総合文化祭,  2006. 
f-03. 吉田　渉：蓬田村地域活性化研究会「蓬田産ナマコの特性について」　蓬田村　2007. 
f-04. 吉田　渉：第1回ナマコフオーラム　「中国のナマコ増養殖事情」　青森市　2007. 
f-05. 吉田　渉：日本的海参研究 ―青森県事例― 青島農業大学　講義　2007. 
f-06. 吉田　渉：あおもり一押し　技術シーズ　「ナマコの人工飼育」　東奥日報　2007年7月29日
f-07. 吉田　渉・石田幸子：研究室紹介　第14回臨海若手の会要旨集　pp9　東北大学浅虫臨海実験所　2007. 
f-08. 福島　誠・岡野大輔・辻　大祐・川口聖司・石田幸子：プラナリア7種を比較してみよう.（社）日本動物学会　

第78回弘前大会特別企画「動物学ひろば」pp3 弘前大学　2007. 

植物エネルギー工学講座

a-01. Kasai M, Nakata H, Seino H, Kamata D and Tsukiyama T: Effect of sink-limitation on leaf photosynthetic 
rate and various other characteristics in soybean plants. Plant Prod. Sci., in press.

a-02. 山本英樹*・千田峰生：秋田県のセリから検出されたミツバモザイクウイルスとファイトプラズマ．北日本病虫研
報　57：58-59, 2006.（*秋田農試）

a-03. Kasai, A., K. Kasai*, S. Yumoto**, M. Senda：Structural features of GmIRCHS, candidate of the I gene 
inhibiting seed coat pigmentation in soybean: implications for inducing endogenous RNA silencing of 
chalcone synthase genes. Plant Molecular Biology 64 : 467-479, 2007.（*Department of Medical Technology, 
Hirosaki University School of Health Sciences, **National Agricultural Research Center for Tohoku Region）

a-04. Tatsuki, M.*, A. Endo**, H. Ohkawa, : Influence of time from harvest to 1-MCP treatment on apple fruit 
quality and expression of genes for ethylene biosynthesis enzymes and ethylene receptors. Postharvest 
Biology and Technology 43：28-35, 2007.（* National Institute of Fruit Tree Science, ** Fukushima Fruit Tree 
Experiment Station）

c-01. 青山正和：なぜ土は茶色なのか？Humic Substances Research，3：11，2007.
d-01. 青山正和・保嶋敬子：肥料成分強化リンゴ搾り粕が植物生育ならびに土壌の生物生と物理性に及ぼす影響，2007年

度日本土壌肥料学会東北支部会福島大会講演要旨集，7，2007．
d-02. 青山正和・田中　亮：リンゴ園土壌表層に集積した農薬由来重金属が微生物群集に及ぼす影響，日本土壌肥料学
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おけるグルコアミラーゼの生化学的特徴と発現量の解析．日本農芸化学会2007年度大会（東京）．3月

d-26. 土岐幸子，滝川とも美，塩谷敏明，奥野智旦，宮入一夫：アップルペクチンから酵素分解と酸加熱分解により製
造されたペクチンオリゴ糖の性状．日本農芸化学会東北支部･北海道支部合同支部大会（札幌）2006. 11月　 

d-27. 大木　肇，清水哲哉，奥野智旦，宮入一夫：Stereum purpureum 由来エンドポリガラクツロナーゼ Ⅳ遺伝子 の大
腸菌と酵母での発現と組み換え酵素の精製および性質．日本農芸化学会東北支部･北海道支部合同支部大会,（札
幌）2006．11月

f-01. 橋本　勝：リンゴ果実におけるマイコパラサイト現象の有機化学的研究
 （招待講演）新規素材探索研究会　第6回セミナー（横浜）
f-02. 高田　晃：八戸高等学校模擬講義（青森）
f-03. 宮入一夫，水島伸治，土岐幸子，合田紫乃：りんご絞り粕からのペクチンオリゴ糖の製造とその性状．八戸高専

と弘前大学とのシーズ提案会（八戸）2007. 1月
f-04. 宮入一夫：バイオマス利用の現状と課題，バイオマス講演会（ルネサス北日本）2007. 8月

遺伝子工学研究室
a-01. Hashimoto, M., Murakami, T., Funahashi, K., Tokunaga, T., Nihei, K., Okuno, T., Kimura, T. & Himeno, H. An 

RNA polymerase inhibitor, cyclothiazomycin B1, and its isomer. Bioorg. Med. Chem. 14（2006）, 8259-8270.
a-02. 姫野俵太，武藤　昱：「トランストランスレーション」，蛋白質核酸酵素，51（15）, 2321-2327，共立出版（2006）.
a-03. Takada, K., Takemoto, C., Kawazoe, M., Konno, T., Hanawa-Suetsugu, K., Lee, S., Shirouzu, M., Yokoyama, S., 

Muto, A. & Himeno, H.: In vitro trans-translation of Thermus thermophilus: Ribosomal protein S1 is not required 
for the early stage of trans-translation. RNA 13（2007）, 503-510.

a-04. 姫野俵太，栗田大輔，高田一馬，今野貴之，塙（末次）京子，竹本千重，川添将仁，横山茂之，行木信一，河合剛
太，武藤　昱：「トランス・トランスレーションの分子メカニズム」，生化学，79, 213-221（2007）.

c-01. 牛田千里：RNAiの発見，生物の科学　遺伝，第61巻１号：4-5.（2007）
d-01. 今野貴之，栗田大輔，武藤　昱，姫野俵太：tmRNA，SmpB，リボソーム間の相互作用の解析によるトランス・

トランスレーションにおける翻訳再開機構の解明，第9回RNAミィーティング（名古屋）（2007）.
d-02. 木村天胤，高木邦明，武藤　昱，姫野俵太：リボソーム小サブユニット上におけるRsgAの相互作用部位の解析，

第9回RNAミィーティング（名古屋）（2007）.
d-03. 長谷要一，武藤　昱，姫野俵太：リボソーム小サブユニット依存GTPase RsgA欠損による浸透圧耐性の獲得，

第9回RNAミィーティング（名古屋）（2007）.
d-04. 高田一馬，竹本千重，川添将仁，今野貴之，白水美香子，横山茂之，武藤　昱，姫野俵太：リボソームタンパク

質S1はトランス・トランスレーションの初期段階で重要でない，第9回RNAミィーティング（名古屋）（2007）.
d-05. 姫野俵太，トランストランスレーション，第1回無細胞生命科学研究会（松山）（2006）.
d-06. Kurita, D., Konno, T., Takada, K., Asano, K., Muto, A. & Himeno, H. Trans-translation mediated by tmRNA 

and SmpB. RNA 2006 Izu “Functional RNAs and Regulatory Machinery”, Izu, December 3-7（2006）.
d-07. Muto, A., Kurita, D., Sasaki, R. & Himeno, H.: Interaction between SmpB and ribosome from directed 

hydroxyl radical probing. Ribosomes 2007, Massachusetts, June 3-8（2007）.
d-08. Ogasawara, T., Hokii, Y., Muto, A., Ushida, C.: C. elegans small-RNA catalog. RNA 2006 Izu“Functional RNAs 

and Regulatory Machinery”, Izu, December 3-7（2006）.
d-09. 笹野有未，保木井悠介，牛田千里，井上邦夫，坂本　博，藤原俊伸：線虫Caenorhabditis elegansにおけるrRNA

プロセシング機構．分子生物学会第７回春季シンポジウム，淡路島夢舞台国際会議場（2007）
d-10. 牛田千里，小笠原隆広，天川純一，遠藤優子，菅原由起，武藤　昱，保木井悠介：線虫の機能RNomics．第40回

日本発生生物学会，第59回日本細胞生物学会合同大会，福岡国際会議場（2007）
d-11. Hokii, Y., Shimoyama, M., Taneda, A., Sasano, Y., Fujiwara, T., Sakamoto, H., Sakata, K., Shingai, R., Muto, A., 
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Ushida, C.: C/D or H/ACA snoRNP proteins do not influence the nucleolar localization of C. elegans CeR-
2/CeN21 RNA. 16th International C. elegans Meeting, University of California, Los Angeles, June 27-July 1
（2007）.

d-12. 保木井悠介，笹野有未，藤原俊伸，坂本　博，武藤　昱，牛田千里：受精前後の卵における線虫Caenorhabditis 
elegans核小体低分子RNAの動態，第9回RNAミィーティング（名古屋）（2007）.

d-13. 菅原由起，保木井悠介，武藤　昱，牛田千里：線虫snoRNPタンパク質遺伝子ノックダウン株におけるsnoRNA
の局在変化，第9回RNAミィーティング（名古屋）（2007）.

d-14. 佐藤洋旭，牛田千里：Intracellular localization of C. elegans novel ncRNAs.新しいncRNA/RNPを見つける会（理
化学研究所バイオリソースセンター，つくば）（2007）．

f-01. 姫野俵太，トランストランスレーションシステム，北東北3大学研究集会-北東北における細胞ストレス応答研究
の拠点形成-（盛岡）（2006）.

f-02. 牛田千里，保木井悠介，Movement of Caenorhabditis elegans small ncRNA in oogenesis, fertilization and 
early embryonic cell division.機能性RNAプロジェクトコロキウム（お台場）（2006）

f-03. 牛田千里：組織特異的発現を示す新規ncRNAについて．機能性RNAプロジェクトコロキウム（お台場）（2007）
e-01. 姫野俵太，牛田千里，佐野輝男，原田竹雄，鬼島　宏，種田晃人，千田峰生，橋本　勝：平成18年度弘前大学学

長指定重点研究業績集 ―機能性RNAを基盤とする新技術開発のための基礎研究とその展開―，弘前大学農学生
命科学部RNA研究センター（2007）.

e-02. 平　秀晴，山下哲郎，伊藤英晃，姫野俵太：北東北における細胞ストレス応答研究の拠点形成，平成17・18年度
北東北国立３大学連携推進プロジェクト研究成果報告書（2007）.

e-03. 牛田千里：機能性RNAプロジェクト平成１８年度の研究成果報告書（2007）.

細 胞 工 学 講 座

微生物工学研究室
a-01. Hisatsune, J., Yamasaki, E., Nakayama, M., Shirasaka, D., Kurozono, H., Katagata, Y., Inoue, H., Han, J., Sap, J., 

Yahiro, K., Moss, J. and Hirayama, T.: Helicobacter pylori VacA enhances prostaglandin E2 production 
through induction of Cyclooxygenese 2 expression via a p38 mitogen-activated protein kinase/activating 
transcription factor 2 cascade in AZ-521 cells. Infection and Immun., 75（9）, 4472-4481.（2007）

a-02. Kasajima, Y., Yamaguchi, M., Hirai, N., Ohmachi, T., Yoshida, T.: In vivo expression of UDP-N-acetylglucosamine: 
alpha-3-D-mannoside beta-1,2-N-acetylglucosaminyltransferase I（GnT-1）in Aspergillus oryzae and effects on 
the sugar chain of alpha-amylase. Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry, 70, 2662-2668,（2006）

c-01. 片方陽太郎，佐々木文之：リンゴ鹿角霊芝抽出物およびその製造方法．特願 2007-182695
d-01.  佐々木文之，大須賀雄，柴田浩夫＊，片方陽太郎（＊機能性食品開発センター）：リンゴ鹿角霊芝（antler-shaped 

fruiting body of Ganoderma lucidum from Apple’ s tree pruning）由来の水溶性画分を用いたがん細胞株の増殖
抑制効果. 2007年度日本農芸化学会（東京），2007. 3. 26.（＊機能性食品開発センター）

d-02. 佐々木文之，柴田浩夫，片方陽太郎：リンゴ鹿角霊芝（antler-shaped fruitingbody of Ganoderma lucidum from 
Apple’ s tree pruning）由来の水溶性画分におけるがん細胞株の増殖抑制効果について．平成18年度日本農芸化学
会北海道・東北合同支部会（札幌），2006. 11. 12.　 

d-03. 高橋　礼1・吉田尚生1・戸谷一英1・小泉英誉・吉田　孝・村田健臣2・碓氷泰市2・岡田宏文3・森川　康3：Trichoderma 
reeseiの産生する二糖縮合型酵素の精製. 日本農芸化学会大会（東京），2007年（ 1一関高専・物化工，2静岡大・
農，3長岡科技大・生物）.

d-04. 秋月貴光・殿内暁夫・舘山明日香・吉田　孝・奥野智旦1・橋本貴美子2・宮入一夫：毒キノコ，オオシロカラカ
サタケの毒性メタロエンドペプチダーゼのクローニングとA. oryzaeでの発現. 日本農芸化学会大会（東京）2007
年（ 1秋田看護大，2京都薬大）.

d-05. 伊藤真理子・大木　肇・吉田　孝・奥野智旦1・宮入一夫：Stereum purpureum由来エンドポリガラクツロナーゼⅣ遺
伝子のA. oryzaeでの発現と組み換え酵素の精製および性質. 日本農芸化学会大会（東京）, 2007年（ 1秋田看護大）.

d-06. 小泉英誉・1北本則行・2戸谷一英・吉田　孝：ラクトース縮合活性を有するAspergillus oryzae由来セルラーゼに
ついて．日本応用糖質科学会平成１９年度大会（藤沢）, 2007年（ 1愛知産技研・食品工技，2一関高専・物化工）. 

d-07. 吉田尚生1・高橋　礼1・戸谷一英1・小泉英誉・吉田　孝・岡田宏文3・森川　康3・村田健臣2・碓氷泰市2：Trichoderma 
reeseiの産生する二糖縮合型酵素の同定と諸性質．日本応用糖質科学会平成１９年度大会（藤沢）, 2007年（1一関高
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専・物化工，2静岡大・農，3長岡科技大・生物）.
d-08. 長山耕己，糸野詩織，吉田　孝，大町鉄雄：C末端にHis-tagを付加したα-MPPの過剰発現が細胞性粘菌の発生

に与える影響．日本農芸化学会2007年度大会（東京），（2007年）
f-01. 片方陽太郎：リンゴ鹿角霊芝由来のタンパク質成分の皮膚がん細胞に対する増殖制御効果．平成18年度学術国際

振興基金助成による公開発表会（弘前），2007. 7. 12.　 
f-02. 片方陽太郎，浅田武典：優良なリンゴを効率的に生産するための摘果と植物細胞特異的因子の検索，第一報；タ

ンパク成分の探索と分析．弘前大学農学部50周年地域振興特別研究中間報告会（弘前），2006, 11. 22.
f-03. 佐々木文之，片方陽太郎：リンゴ鹿角霊芝の水溶性成分のアセトン画分による腫瘍細胞の生育抑制について．第

６回八戸高専と弘前大学とのシーズ提案会（八戸），2007. 1. 12. 

細胞工学研究室
a-01. Taku Ozaki, Hiroshi Tomita, Makoto Tamai and Sei-ichi Ishiguro. Characteristics of Mitochondrial Calpains. 

J. Biochem. 2007; 142（3）, 365-376.
a-02. Asai N, Abe T, Saito T, Sato H, Ishiguro S, Nishida K. Temporal and spatial differences in expression of 

TrkB isoforms in rat retina during constant light exposure. Exp. Eye Res. 2007; 85（3）, 346-355.
d-01. 赤坂翔太，泉　謙道，石黒誠一：網膜色素上皮細胞に存在する桿体細胞貪食に関与する受容体タンパク質の同定.

平成１９年度日本動物学会東北支部大会（秋田市カレッジプラザ），平成１９年７月２８日
d-02. 尾崎　拓1，富田浩史2，玉井　信2，石黒誠一1：ミトコンドリア内在性カルパインの性質．第７８回日本動物学会

（弘前大学文京町キャンパス）平成19年9月20日～22日（1弘前大・院農学生命・応用生命工学，2東北大学先進
医工学研究機構）

d-03. 葛西秋宅・菊池英明：Herbimycin Aによるダイオキシン受容体の阻害機構の解明．平成19年度日本動物学会東
北支部会（秋田市カレッジプラザ）2007. 7. 28. 

d-04. 畠山幸紀・雨森道紘*：マウス白血病細胞の浸潤運動のビデオ画像解析．第36回日本免疫学会総会・学術集会（大
阪国際会議場）2006. 12.（*弘前大学理工学部）

d-05. 畠山幸紀・雨森道紘*：細胞運動解析プログラムの開発．日本動物学会第78回大会（弘前大学文京町キャンパス）
2007. 9.（*弘前大学理工学部）

d-06. Hatakeyama, K., Amemonori, M.*：Automated video image analysis of cell movement. 66th Annual Meeting 
og the Japanese Cancer Association.（Pacifico Yokohama, Yokohama）2007. 10.（*Hirosaki Univ. Faculty of 
Science and  Technology）

f-01. 畠山幸紀*：NHK高校講座「生物」. NHK教育テレビ（NHKエデュケーショナル制作）2007. 5. 28.放送（*制作協力）
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園 芸 学 講 座

a-01． Bakhshi D. and O. Arakawa: Induction of phenolic compounds biosynthesis with light irradiation in the flesh 
of red and yellow apples. J. Applied Horti. 8（2）: 101-104, 2007.

a-02． 浅田武典：リンゴ樹における発生部位別スパ－構成に関する研究．弘前大学農学生命科学部学術報告 9: 28-67, 
2005．

a-03． 佐々木和也*・西島隆明**・本多和茂・嵯峨紘一・鮫島正純：昼夜温度差および短時間変温がシネンシス系デル
フィニウムの生育に及ぼす影響．園芸学研究６（4）：577-583, 2007.（*岩手大院連合農学研究科・青森農林総研フ
ラワーセンター **独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 花き研究所）

a-04． Ming Sun*, Shuhuai Zhang, Hong Sun*：Calibration Techniques of Machine Vision System and their 
Application in Nondestructive Measurement of Plants, International e-Conference of Computer Science, 
Athens, Greece. 1-8，2006.（*中国農業大学）

b-01． Arakawa, O. and D. Bakhshi D.: Effects of environmental and physiological factors on polyphenolics 
accumulation in skin and flesh of 'Fuji7' apple. 中日苹果産業技術研究（王振興・神田健策編）：127-135, 2007.

c-01.  石川幸男*・本多和茂・加藤芳文**（監修）：小さなカタクリの大きな秘密―端野のカタクリと森のお話―．たん
のカタクリと森の会．2007．（*専修大学北海道短期大学**エヌエス環境㈱札幌支社）

d-01． 徐　剣波・荒川　修・浅田武典．1年生リンゴ幼木の新梢生長における貯蔵態窒素の利用．園学研 6（別1）：55, 
2007.

d-02． Arakawa, O., K. Luo, J. Xu, and T. Asada : A selected thesis of the international technological forum on apple 
industry. 159, 2007.

d-03． 佐々木和也*・西島隆明**・本多和茂・嵯峨紘一・鮫島正純：シネンシス系デルフィニウムにおける昼夜温度差に
よる茎伸長制御には内生ジベレリンが関与している．日本植物学会東北支部　第19回青森大会．22, 2007．（*岩手
大院連合農学研究科・青森農林総研フラワーセンター**独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 花き研
究所）

d-04． 佐々木和也*・初山慶道**・本多和茂・嵯峨紘一・鮫島正純：シネンシス系デルフィニウムの抽苔とLEAFY遺伝
子発現の関連性．園学研 6（別2）：611, 2007.（*岩手大院連合農学研究科・青森農林総研フラワーセンター**青森
総農研グリーンバイオセンター）

d-05． 本多和茂・小関雄大：種子の培養による倍数性の異なるデルフィニウム園芸品種間（パシフィックジャイアント
系×シネンシス系）での雑種作出およびその特性．園学研 6（別2）：585, 2007.

d-06． 上野有穂，張　樹槐：分光反射計測によるリンゴ果実の打撲傷の検出，―打撲傷検出波長の検討―，平成19年度
農業機械学会東北支部大会研究発表会要旨集 : 31～32，2007.

d-07． 佐々木康・張　樹槐：LED照射によるハクサイ幼苗生育への影響，平成19年度農業機械学会東北支部大会研究発
表会要旨集 : 23～24，2007.

d-08． 上野有穂，張　樹槐：分光反射特性を利用したリンゴ果実表面の打撲傷の検出，―分光反射特性の経時変化―，
農業環境工学関連学会2007年合同大会. 23, 2007.

d-09. 張　樹槐，片平光彦*1，大泉隆弘*2，後藤恒義*2：画像処理によるエダマメの選別方法に関する研究（第３報）
 ―画像処理による粒数及び熟度の選別基準―，農業環境工学関連学会2007年合同大会. 27, 2007.（*1 秋田県農業試

験場，*2 ㈱山本製作所）
d-10． 片平光彦*1，張　樹槐，大泉隆弘*2，後藤恒義*2：画像処理によるエダマメの選別方法に関する研究（第４報）
 ―選別機の試作と性能調査―，農業環境工学関連学会2007年合同大会. 27, 2007.（*1 秋田県農業試験場，*2 ㈱山本

製作所）
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